
山地に生育する落葉性の低木。葉は花枝では3出複葉、今年枝では3出複葉または5枚の小葉をもつ羽状
複葉。葉柄には刺と毛が生える。果実は球形で黒紫色である。

県内数ヶ所で新たに生育が確認された。シカの採食に
よる影響を受けている。2020年版での新規掲載種。

シカの採食による影響を抑制することが重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…クロイチゴ
環境省ランク… －Rubus  mesogaeus  Focke var. mesogaeus


